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今回はイヴ・タンギー YVES TANGUY 

(1900-55) の版画のはば全貌を示す展覧会て‘‘

ある． 1932年から53年に至る間の版画30点，ェス

タンプ1点およびドローイング2点を展示すると

同時に，これら版画，エスタンプが収録されてい

た詩画集等関係資料も併せご覧いただくことと

した．版画作品の制作年代別，手法別一覧表

は別表のとおりてある．

カタログについてて‘｀あるが，冒頭にタンギー

に関する詩4編を載せた．すなわち，瀧口修造

(2編）， A・ブルトン， P・エリュアールの3詩人の

詩てある．瀧口先生の｀イヴ・タンギー＇＇は「瀧

ロ修造の詩的実験1927~37」（思潮社）に収

録されている作品て‘‘ある． ‘Pour Tanguy"は

YVESの文字を頭に韻を踏んて‘‘作られた詩

て‘‘，この詩は当画廊の第一回目の展覧会‘‘M.

エルンストン， Y・タンギー版画2人展”(1978年

9月 11 日ー30 日） この時にはタンギーの版画

が8点展示された のお祝いに瀧口先生か

らいただいたものて‘ヽ，私にとってはまことに記念す

べき詩てある．ブルトンおよびエリュアールの詩

は巖谷国士さんに訳していただいたが，その出



所は脚注をご覧いただきたい．

次にテキストてあるが，これはタンギーに詳し

い巖谷國士さんにご寄稿いただいた． 4編の詩

と巖谷さんのエッセーとが相俊ち，このカタログ

は大層ふくらみのあるものとなったのはうれしい．

作品のデータについてはW・ウイットロックの、

編集したカタログ(YVES TANGUY, DAS 

DRUCKGRAPHISCHE WERK, 1976; 

Wolfgang Wittrock) にほば全面的に依存し

たが，版画が収録されている詩画集の実物が

入手てきたものについては，それを参照して作成

した．

なお，この展覧会を記念しポストカード1組（4

点）を作成したことを申し添える．

このタンギーの版画を眺めながら，私の感ず

るところを2,3述べておきたい．タンギーはエルン

スト，ミロとならびシュルレアリストの画家としてもっと

も秀れた作家の一人てあることは周知のところて‘‘

ある．因みにトリスタン・ツァラが 1949年に出版し

た‘'L'ANTITETE-MINUITSPOUR GEAｭ

NTS''3巻はこの3人の作家が版画を作成して

いる（カタログNo.I -17参照）ことからも伺える．

タンギーの版画をみてまず最初に感ずるのは

骨体記号的な彼独得のスタイルてある．これが

私を妙な気持に誘い込む．不思議な世界に私を

連れ込むのだ．そして一種の歯切れのよさを感

ずるのはその線描の見事な切れ味によるものだ

と思う．切れ味はわが骨まて‘‘泌み透るのてある．

希有のシュルレアリストと言わねばならない．

タンギーはエ）レンストやミロと異り，わずか55

才て‘‘亡くなった．そのため作品の数は少い．彼の

生涯の友人，ピエー）レ・マチス（アンリ・マチスの

息子て画商）が出版した彼のタブローのカタロ

グレソ冴、 (1963) によると作品最終ナンバーが

No.458てあることからも推定される．版画は30数

点てあろう． 30年ばかりキッチリ仕事をして亡く

なったという感じを私は持つが，彼の作品は小品

といえども質が高く，ムラがないのは見事だ．

版画作品についてみるとエディションは10部

乃至20部（カタログNo.I-1,2,3,4,5, 10,19-A) 

と極めて少いものが多い．サイズも最大のものて‘‘

｀棒占い”（カタログNo.I-13) の29.8 x 22.4cm 

てあり概して小さい．これは彼の作品が詩画集

や本の扉絵として作成されたものが多いことと関

連する．版画作品30点のうち26点がそれに該当

する．また，殆んどがエッチングてその大部分が

S.W．ヘイターのパリまたはニューヨークのアトリ

ェて作成ちれたものてある．（カタログNo.I-1,

15,16を除くすべてて‘‘26点）．タンギーのサイン

は極めて小さくそしてキッチリとしたブロック体て‘

ある．また，版上にY·Tとそれこそ虫眼鏡てみな

いと分らないような小さな刷込みサインが隠され

ている作品がある．（カタログNo.I-3,8,10,14, 

15-A）．それを見付けると思わず微笑を禁じ得な

いのてあるが，どうもタンギーはそれを予め意図

していたのてはないかと思いたくなる．ユーモアに

満ちたタンギーを感ずる．



これら版画作品30点と関係資料の一群はタ

ンギーの仕事を知る上て貴重て‘、ある．その意味

ては一枚のタブローよりも意味があると私は思っ

ている．タブローて‘‘展覧会が出来ればそれこそ

素晴らしいことてあるが，その実現は私にとっては

夢の夢のそのまた夢て‘、ある．これはミュジアムレ

ベルの話てある． 1982年に開かれたポンビドー・

センター（パリ）の大回顧展をみるチャンスを失

しカタログて偲ぶだけてあるが，美術館て‘、も夕

ンギー展は大変な仕事て‘、あろう．当画廊のレベ

ルては，この版画展がまず精一杯のところてあ

る．しかし，まあよくこの一群にぶち当ったものだと

つくづく思う．私としてはどうしても一度やって置き

たい展覧会のひとつてあるだけに，これが実現

てきたうれしさは格別て‘、ある．恐らくわが国て‘‘は

初めての展覧会てあろう．タンギーの，シュルレ

アリスムの，そして現代美術の愛好家の皆様に

はぜひともご覧いただきたいと思う．亡くなった瀧

ロ修造先生にこの展覧会は見ていただきたかっ

た．先生は興奮されるだろうナと想像すると楽しい．

最後に，この展覧会にご協力いただいたベル

リンのD・ブルスベルク氏，ェッセーをお寄せい

ただいた巖谷国士さん，そして名は記さないが，

この展覧会の開催，カタログ作成に参加してい

ただいた方々にお礼を申し上げる．ありがとうこゞ

さ‘ヽし、ました．

1985年11 月 6 日

佐谷画廊佐谷和彦


